






















































































































































































































































最大時間 最大2時間 最大6時間 最大24時間
降雨量 118.5mm 236.5mm 549.5mm 824mm
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土砂災害を軽減するには，一般に「ハード対策」と「ソフト対策」が用いられる。
１．ハード対策
土砂移動現象の発生防止とその規模を減少させる対策構造物の設置
（砂防堰堤，急傾斜地崩壊防止の擁壁工，斜面アンカー工等）
２．ソフト対策
土砂移動現象で犠牲となる人的被害の回避
（警戒避難情報の伝達，ハザードマップの作成と住民周知，避難訓練等）
■「ハード対策」は，土砂災害の発生危険性が高い箇所で，土砂移動現象を停止させる，ある
いはその規模を軽減させるのに用いられる。
■「ソフト対策」は，土砂災害の発生が今後まさに見込まれる場合，その危険箇所を回避する
ことで，人的な犠牲を最小限に留めるためのもの。「ソフト対策」は住民個々の対応が不可欠で
あり，有効に機能させるためには防災情報が欠かせない。
■今後の災害対策には，ハード・ソフト対策を総合的に進めることが有効と考えられる。
豪雨情報など防災情報を住民に的確に伝え，住民自らが身を守る行動を確実に行なうこと。
土石流被害が発生する可能性の高い渓流の抽出と対策の立案，実施。
